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東
日
本
大
震
災
は
岩
手
県
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
震
災

か
ら
の
復
興
を
目
指
し
て
、
総
合
政
策
学
部
に
お
い
て
も
、
様
々
な
研

究
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
幾
つ

か
を
紹
介
し
ま
す
。
復
興
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

西
出
順
郎 

ゼ
ミ

　

行
政
経
営
の
政
策
評
価
を
研
究
分
野

と
す
る
西
出
順
郎
准
教
授
が
、
ゼ
ミ
で

最
初
に
行
っ
て
い
る
の
は
毎
週
の
リ

ポ
ー
ト
提
出
。
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル

の
正
義
論
を
読
み
、
各
章
の
要
約
と
自

分
の
意
見
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し

か
も
発
表
と
議
論
も
行
わ
れ
る
た
め
予

習
も
欠
か
せ
ず
、
学
生
に
と
っ
て
は
か

な
り
ハ
ー
ド
。
そ
れ
で
も
四
年
生
は
み

な
「
先
生
は
厳
し
い
け
ど
面
倒
見
が
い

い
」
と
、絶
対
の
信
頼
感
を
に
じ
ま
せ
る
。

 

も
ち
ろ
ん
目
的
は
本
を
読
む
こ
と
で

は
な
く
「
色
々
な
考
え
方
を
知
り
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
す
る
た

め
」
と
西
出
准
教
授
。
本
を
通
し
多
元

的
な
も
の
の
考
え
方
、
公
共
的
な
意
識

を
理
解
し
た
上
で
、
地
域
や
政
策
の

在
り
方
を
考
え
る
の
が
大
事
だ
と
す

る
。
各
人
の
テ
ー
マ
を
見
れ
ば
舟
山
貴

之
さ
ん
は
岩
手
県
と
宮
城
県
の
復
興
計

画
の
比
較
研
究
、
秋
田
出
身
の
安
保
寛

隆
さ
ん
は
秋
田
県
の
自
殺
対
策
に
つ
い

て
と
、
と
も
に
地
域
特
有
の
リ
ア
ル
な

ト
ピ
ッ
ク
。
今
現
在
レ
ポ
ー
ト
作
成
中

の
岩
渕
沙
紀
さ
ん
も
「
考
え
の
述
べ
方

が
わ
か
っ
て
き
た
」
と
成
長
を
実
感
す

る
。
厳
し
さ
は
、「
学
生
の
知
的
探
究
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
役
割
」
と
考
え

る
西
出
准
教
授
な
り
の
指
導
な
の
だ
。

　

話
題
は
サ
ン
デ
ル
か
ら
時
に
地
域

の
葬
式
へ
も
及
ぶ
こ
と
も
。
あ
ら
ゆ

る
知
識
と
の
出
会
い
も
知
的
好
奇
心

を
刺
激
す
る
だ
ろ
う
。
総
合
政
策
学

部
の
「
白
熱
教
室
」、
開
講
中
で
あ
る
。

本は論理的思考の入口
厳しさの中で成長する

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
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特
集
●
震
災
復
興
を
目
指
し
て

震
災
復
興
を
目
指
し
て

大
船
渡
市
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

名
、
事
務
局
六
名
）
に
高
嶋
（
社
会
工
学
・

公
益
事
業
論
）、
小
井
田
（
理
論
経
済
学
）、

新
田
（
農
業
経
営
学
）
の
三
人
が
委
員
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
岩
手
県
商
工
会
管
内
の

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
扱
う
た
め
に
開
催
し
た

「
沿
岸
被
災
商
工
会
商
工
業
復
興
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
合
同
委
員
会
」（
平
成
二
三
年
七
月
）
で

は
、
一
．
委
員
会
で
検
討
す
べ
き
事
項
及
び

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
二
．
震
災
復
興
に
関
す
る

先
進
事
例
に
つ
い
て
、
三
．
岩
手
県
東
日
本

大
震
災
津
波
復
興
計
画
と
中
小
企
業
対
策
に

つ
い
て
、
四
．
各
市
町
村
に
お
け
る
復
興
計

画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
を

検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
四
回
の
委
員
会

を
陸
前
高
田
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
嶋
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
作
成
し
た
「
陸

前
高
田
商
工
会 

商
工
業
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」（
平

成
二
三
年
一
一
月
）
で
は
、
一
．
陸
前
高
田

市
の
商
工
業
活
動
と
震
災
前
の
ビ
ジ
ョ
ン
、二
．

商
工
業
振
興
施
策
の
方
向
性
、
三
．
陸
前
高
田

市
の
商
工
業
復
興
に
向
け
て
、
を
柱
に
据
え

か
れ
、
ど
の
よ
う
に
市
を
復
興
し
て
い
く

べ
き
か
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
、
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
復
興
の
姿
に
つ

い
て
白
熱
し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
議
に
お
い
て
、
教
員
は
司
会
進
行
を
、

学
生
は
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
と
議
事
メ
モ
の

作
成
な
ど
の
役
割
で
会
議
運
営
に
携
わ
り

ま
し
た
。

　

専
門
部
会
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
し
て
①
若
者
が
働
け
る
環
境
を
い
か
に

創
造
す
る
か
、
②
高
齢
者
が
生
き
生
き
と

し
て
働
け
る
地
場
産
業
の
仕
組
み
づ
く
り
、

③
自
分
た
ち
の
「
つ
け
」
を
次
世
代
に
先

送
り
し
な
い
た
め
の
街
づ
く
り
、
④
誇
り

の
持
て
る
見
事
な
復
興
を
目
指
す
、
と
い

う
共
通
し
た
意
見
が
得
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
平

成
二
三
年
一
〇
月
に
公
表
さ
れ
た
「
大
船
渡

市
災
害
復
興
計
画
」
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
こ
れ
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
得
ら

れ
た
貴
重
な
意
見
を
参
考
に
、
地
区
ご
と
の

懇
談
会
を
経
て
、
急
速
な
復
興
・
発
展
を
遂

げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。（

伊
藤
英
之
准
教
授
）

ワークショップでコメントする高校生

委員会での議論の様子

　

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震

災
に
際
し
て
本
学
部
は
学
生
の
安
否
確
認
、

被
災
学
生
へ
の
経
済
支
援
に
着
手
す
る
と
と

も
に
、
学
部
内
に
防
災
・
復
興
研
究
会
を
立

ち
上
げ
、
研
究
面
で
の
地
域
貢
献
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。
同
研
究
会
は
、
社
会
調
査
グ

ル
ー
プ
、
産
業
経
済
・
行
政
グ
ル
ー
プ
、
そ

し
て
社
会
・
環
境
基
盤
グ
ル
ー
プ
の
三
グ

ル
ー
プ
か
ら
な
り
ま
す
。
社
会
調
査
グ
ル
ー

プ
は
住
民
の
意
向
把
握
な
ど
の
た
め
の
社
会

調
査
を
行
い
、
産
業
経
済
・
行
政
グ
ル
ー
プ

は
産
業
経
済
の
復
興
な
ど
の
た
め
の
調
査
研

究
等
を
実
施
し
、
さ
ら
に
社
会
・
環
境
基
盤

グ
ル
ー
プ
は
防
災
ま
ち
づ
く
り
・
土
地
利
用

計
画
・
環
境
保
全
方
策
等
に
関
す
る
調
査
研

究
等
を
担
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
学

部
教
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
、

単
独
ま
た
は
共
同
で
鋭
意
実
践
的
な
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
間
、

学
生
の
参
加
も
得
て
大
船
渡
市
の
都
市
計
画

に
係
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
本
学
地
域
政

策
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

積
極
的
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
調
査
研
究
、
そ
し
て
地
域
貢
献

活
動
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
中
、
昨
年
一
二

月
七
日
に
は
、
学
内
に
お
い
て
中
間
報
告
会

を
挙
行
し
、
三
研
究
グ
ル
ー
プ
が
報
告
し
て
、

活
発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
明

け
の
今
年
二
月
一
九
日
に
は
ア
イ
ー
ナ
を
会

場
に
し
て
「
学
部
防
災
・
復
興
研
究
会
第
一

回
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
の
願
い
は
唯
一
つ
、
郷
土
岩
手
の
再

生
・
復
興
で
す
。
こ
の
大
地
と
海
に
光
あ
れ
！

（
学
部
長　

小
針
司
教
授
）

　

大
津
波
で
市
の
中
心
地
域
が
壊
滅
的
被
害

を
受
け
た
大
船
渡
市
で
は
、
市
民
と
の
協
働

作
業
に
よ
る
市
の
災
害
復
興
計
画
策
定
を
目

指
し
て
「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
、
市

民
の
中
で
も
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
を
集

め
て
復
興
計
画
を
考
え
る
「
専
門
部
会
」
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
会

議
を
進
行
・
運
営
す
る
役
割
）
を
、
本
学
部

に
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
部
で
は
、
協
力
可
能
な
教
員
と
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
二
回
、
専
門
部
会
三
回
の
計
五
回

の
会
議
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
教
員
は

延
べ
五
一
名
、
参
加
学
生
は
延
べ
四
八
名
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

専
門
部
会
で
は
参
加
者
の
専
門
に
沿
っ

て
「
市
民
生
活
」「
経
済
産
業
」「
都
市
基
盤
」

「
防
災
ま
ち
づ
く
り
」
の
四
グ
ル
ー
プ
に
分

商
工
業
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

作
成

　
“
ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
”
は
、
社

会
や
民
衆
の
た
め
に
、
進
ん
で
「
社
会
的
責

任
」
を
果
た
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
震
災
復
興
で
最
初
に
考
え
た
こ
と
は
、

こ
の
「
社
会
的
責
任
」
と
は
何
か
で
し
た
。

　

五
月
以
降
、
大
船
渡
市
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
、

七
月
以
降
は
陸
前
高
田
市
商
工
会
「
商
工
業

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
」（
委
員
一
三



　

専
門
と
す
る
応
用
経
済
学
と
経
営
学

に
つ
い
て
「
経
済
学
の
中
で
は
『
応
用
』

の
範
疇
に
入
る
分
野
」
と
山
本
健
准
教

授
。
ゼ
ミ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
も
「
自
由
奔

放
」「
自
己
管
理
」
と
表
現
す
る
。
現
在

の
ゼ
ミ
生
、
大
蔦
里
実
さ
ん
も
「
自
分

の
好
き
な
研
究
が
見
つ
か
る
と
思
っ

た
」
と
い
う
の
が
選
択
の
動
機
。
同
じ

三
年
生
の
富
樫
夏
紀
さ
ん
、
そ
し
て
山

本
准
教
授
の
三
人
で
、
日
々
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　

な
に
し
ろ
山
本
准
教
授
は
徹
底
し
た

現
場
主
義
。「
実
際
に
目
で
見
て
心
で
感

じ
る
こ
と
が
大
事
」
と
対
象
地
で
の
調

査
を
重
視
す
る
。
東
日
本
大
震
災
後
は

ゼ
ミ
生
と
被
災
地
に
向
か
い
、
経
営
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。
避
難
所

の
人
々
と
も
交
流
し
た
。「
最
初
は
つ
ら

か
っ
た
け
ど
無
視
で
き
な
い
問
題
だ

と
思
っ
た
」
と
、
両
親
が
沿
岸
出
身

の
大
蔦
さ
ん
は
心
境
を
ふ
り
か
え
る
。

　
「
情
報
量
が
増
え
る
こ
と
で
仮
説
が

立
ち
主
張
に
繋
が
っ
て
い
く
。
私
の
役

目
は
学
生
が
感
じ
た
も
の
を
論
理
立
て

て
仮
説
の
形
に
し
、
再
度
検
証
す
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
」
と
山
本
准
教

授
。
穏
や
か
な
笑
顔
の
裏
に
た
ぎ
っ
て

い
る
の
は
、
研
究
者
そ
し
て
教
育
者
の

情
熱
だ
。
こ
の
先
、
ゼ
ミ
生
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
集
め
た
情
報
を
も
と
に

分
析
を
行
い
、
そ
の
上
で
文
献
調
査
へ

入
っ
て
い
く
。
リ
ア
ル
な
体
験
を
ベ
ー

ス
に
書
か
れ
る
論
文
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
に
な
っ
て
い
く
か
楽
し
み
だ
。

感じたものを大切に
経営学を学び、深める

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

山
本
健 

ゼ
ミ
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で
き
ま
し
た
（
有
効
回
収
率
六
二
％
）。

　

調
査
内
容
は
、
震
災
の
被
害
、
震
災
前
後

の
住
居
や
今
後
の
希
望
、
近
所
づ
き
あ
い
や

人
間
関
係
、
家
計
な
ど
生
活
の
変
化
、
復
興

感
や
生
活
上
の
不
安
と
い
っ
た
意
識
、
行
政

の
取
り
組
み
に
関
す
る
関
与
や
評
価
な
ど
で

す
。
同
じ
対
象
者
に
継
続
し
て
調
査
を
行

う
「
パ
ネ
ル
調
査
」
を
計
画
し
て
い
る
た
め
、

今
回
は
そ
の
起
点
と
し
て
、
震
災
後
の
生
活

状
況
と
意
識
を
測
定
す
る
こ
と
を
重
視
し
ま

し
た
。
な
お
、
六
七
三
名
の
方
々
（
今
回
の

回
答
者
の
五
五
％
）
よ
り
、
二
年
後
の
第
二

次
調
査
に
も
ご
協
力
頂
け
る
と
の
回
答
を
得

て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
学
部
Ｈ
Ｐ
な
ど

で
公
開
し
て
い
き
ま
す
が
、
例
え
ば
、「
二
年

後
の
あ
な
た
」
の
生
活
が
良
く
な
っ
て
い
る

と
思
う
か
を
尋
ね
た
問
で
は
、
回
答
者
の
二

割
は
「
や
や
良
く
な
る
」
と
答
え
て
い
ま
す

が
、「
や
や
悪
く
な
る
」、「
か
な
り
悪
く
な
る
」

と
答
え
た
方
が
合
わ
せ
て
三
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
意
識
の
違
い
を
も
た
ら
す

要
因
は
何
か
を
詳
し
く
分
析
し
、
被
災
さ
れ

た
方
々
の
生
活
の
復
興
の
た
め
に
何
が
必
要

か
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
阿
部
晃
士
准
教
授
・
堀
篭
義
裕
准
教
授
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

茅
野
恒
秀
講
師
）

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、①
被
災
地
会
員
支
援
、

②
商
店
街
集
積
、
③
農
林
水
産
業
＆
商
工
業
連

携
、
④
商
工
会
館
建
設
、
⑤
観
光
振
興
、
⑥

浸
水
域
活
用
に
関
す
る
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
提
言
は
、
委
員
会
の
最
終
決
定
を
受
け
、

一
二
月
に
商
工
会
の
意
見
と
し
て
陸
前
高
田

市
へ
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
具
体
策
へ
の
検
討
を
行
い
ま

す
。
陸
前
高
田
市
の
地
域
経
済
の
中
核
を
担
う

組
織
と
し
て
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
新
田
義
修
講
師
・
高
嶋
裕
一
教
授
・

小
井
田
伸
雄
准
教
授
）
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２年後のあなたの生活は？

市役所でのヒアリングの様子

中
小
企
業
の

経
済
的
困
難
の
現
状

大
船
渡
市
民
の
意
識
調
査

交
通
ニ
ー
ズ
調
査
支
援

　

中
小
企
業
は
、
地
域
産
業
の
主
要
な
担
い

手
で
す
が
、
東
北
地
方
で
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
多
く
の
中
小
企
業
が
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
中
小
企
業
の
現
状
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
東
北
税
理

士
会
所
属
の
税
理
士
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ

て
、
東
日
本
大
震
災
後
の
雇
用
問
題
等
の
背

景
に
あ
る
中
小
企
業
の
経
済
的
困
難
の
現
状

を
、
特
に
資
金
調
達
等
の
財
務
的
な
視
点
か

ら
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

東
北
税
理
士
会
所
属
税
理
士
の
う
ち
、
震

災
の
影
響
に
よ
る
住
所
不
明
等
三
〇
人
を
控

除
し
た
二
四
八
一
人
に
対
し
、
一
〇
月
に
郵

送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
回

収
は
九
二
一
通
（
回
収
率
三
七
％
）
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
無
効
六
通
を
除
い
た
九
一
五
通
の

有
効
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
分
析
途

中
で
す
が
、
現
状
に
お
い
て
次
の
点
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

・�

被
災
な
し
の
三
県
と
被
災
三
県
で
は
直
接

的
被
害
は
大
き
く
異
な
る
が
、
間
接
的
被

害
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
異
で
は
な
い
。

・�

税
理
士
の
顧
問
先
で
は
、
既
に
倒
産
の
事
例

が
あ
り
、
ま
た
、
今
後
一
年
以
内
に
さ
ら
に

多
く
の
倒
産
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

・�
倒
産
企
業
の
業
種
は
、
被
災
三
県
で
は
農

林
水
産
業
が
多
く
、
そ
の
他
三
県
で
は
建

設
業
が
多
い
。

・�

地
震
津
波
以
外
（
円
高
等
）
の
影
響
を
受

け
て
い
る
場
合
、
間
接
的
被
害
は
被
害
が

増
幅
さ
れ
て
い
る
。

　

本
研
究
は
二
〇
一
一
年
単
体
の
も
の
で
す

が
、
東
北
地
方
の
中
小
企
業
の
経
済
状
況
の

変
化
を
時
系
列
に
比
較
し
、
復
興
の
進
捗
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

二
〇
一
二
年
以
降
も
継
続
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
う
予
定
で
す
。

（
金
子
友
裕
講
師
）

　

社
会
調
査
チ
ー
ム
で
は
、
二
〇
一
一
年

一
二
月
に
、「
復
興
に
関
す
る
大
船
渡
市
民
の

意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
直
接
被
災

さ
れ
て
い
な
い
方
々
も
含
め
た
住
民
全
体
に

関
し
て
生
活
状
況
や
復
興
へ
の
意
識
を
調
べ

た
調
査
は
少
な
く
、
継
続
的
に
調
査
を
行
い
、

大
船
渡
市
の
復
興
に
向
け
た
基
礎
資
料
と
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
選
挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
抽
出

し
た
市
民
二
千
人
を
対
象
に
郵
送
で
行
い
ま

し
た
。
震
災
後
の
調
査
と
い
う
こ
と
で
回
収

率
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
二
三
九
名

と
い
う
多
く
の
方
々
の
回
答
を
得
る
こ
と
が

　

陸
前
高
田
市
は
今
回
の
震
災
で
は
県
内
で

最
も
被
害
が
大
き
く
、
中
心
部
は
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
震
災
後
、
仮
設
住
宅

が
昨
年
八
月
ま
で
に
建
設
さ
れ
、
現
在
は
約

二
一
〇
〇
世
帯
が
四
七
カ
所
の
仮
設
住
宅
で

生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

仮
設
住
宅
開
設
後
、
市
で
は
い
ち
早
く
六

路
線
の
バ
ス
を
自
主
運
行
し
、
仮
設
住
宅
か

ら
病
院
、
ス
ー
パ
ー
等
の
市
内
ア
ク
セ
ス
を

確
保
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
被
災
地
の
交
通

ニ
ー
ズ
の
把
握
は
経
験
も
な
く
、
十
分
に
期

待
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か
不
確
定
な
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
で
、
市
か
ら
当
学
部
の

元
田
・
宇
佐
美
に
仮
設
住
宅
住
民
の
交
通
ニ
ー

ズ
の
調
査
と
路
線
バ
ス
等
の
交
通
サ
ー
ビ
ス

改
善
提
案
が
依
頼
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
二
年

生
の
基
礎
演
習
Ⅱ
の
一
環
と
し
て
本
問
題
を

取
り
上
げ
、
授
業
と
被
災
地
支
援
を
同
時
に

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
学
生
に
は
最
初
に

被
災
地
の
状
況
に
つ
い
て
映
像
や
資
料
に
よ

り
理
解
を
深
め
さ
せ
、
現
地
を
一
一
月
一
六

日
に
訪
問
し
、
市
役
所
お
よ
び
仮
設
住
宅
二

カ
所
で
交
通
の
現
状
、
問
題
点
、
市
役
所
の

方
針
等
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し

2 19 50 20 9
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た
。
こ
の
結
果
、
津
波
で
車
を
流
さ
れ
た
住

民
の
多
く
は
早
い
時
期
に
車
を
入
手
し
、
世

帯
で
複
数
台
所
有
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な

い
こ
と
、
こ
の
結
果
、
駐
車
場
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
、
移
動
販
売
が
活
発
で
食
料
品
は

入
手
可
能
で
す
が
、
衣
料
品
等
が
不
足
で
あ

る
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
仮
設
住
宅
の
交
通

実
態
と
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
企
画
し
ま
し
た
。
調
査
票
は
今
年
一
月
に

市
役
所
を
通
じ
て
全
仮
設
住
宅
世
帯
に
配
ら

れ
、
現
在
回
収
が
終
了
し
、
分
析
を
行
っ
て

い
ま
す
。
結
果
は
ま
と
ま
り
次
第
市
役
所
へ

報
告
さ
れ
、
今
後
の
仮
設
住
宅
の
交
通
政
策

に
役
立
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

（
元
田
良
孝
教
授
・
宇
佐
美
誠
史
助
教
）

緑のカーテン用のネット張り

レゴブロックでまちをつくる

平成23年3月下旬の大槌町役場

仮
設
住
宅
に

緑
の
カ
ー
テ
ン
を

　

本
学
部
の
教
員
や
企
業
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係

者
が
集
ま
っ
て
結
成
し
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン

い
わ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」
は
、

仮
設
住
宅
の
窓
を
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
覆
う

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
計
画
に
用

い
た
の
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
） 

か
ら
送
ら
れ
た
ア
サ
ガ
オ
の
た
ね

で
し
た
。
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
九
カ
月
を

過
ご
し
た
た
ね
が
地
球
に
戻
っ
て
芽
生
え
、

大
き
く
な
っ
て
か
ら
実
ら
せ
た
二
代
目
の

た
ね
で
す
。

　

学
生
と
一
緒
に
新
聞
紙
で
ポ
ッ
ト
を
作
り
、

学
内
で
育
て
た
苗
を
二
〇
一
一
年
七
月
、
釜

石
と
大
槌
の
仮
設
住
宅
に
運
び
ま
し
た
。
各

戸
に
プ
ラ
ン
タ
ー
と
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
ア

サ
ガ
オ
が
大
き
く
な
る
ま
で
代
わ
り
の
日
除

け
と
な
る
黒
い
ネ
ッ
ト
も
付
け
ま
し
た
。
そ

の
後
も
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
見
回
っ
て
、

住
民
か
ら
栽
培
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

し
た
。
こ
う
し
た
際
に
交
わ
す
四
方
山
話
こ

そ
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
光
を
遮
る
働
き
は
、
つ
る
植
物
も
布
の

カ
ー
テ
ン
も
同
様
で
す
。
し
か
し
、
葉
か
ら

「
県
・
市
町
村
職
員
の
重
責
」

の
蒸
散
に
よ
っ
て
カ
ー
テ
ン
自
身
が
熱
く
な

ら
な
い
点
が
ち
が
い
ま
す
。
葉
が
風
に
そ
よ

ぎ
、
紫
の
花
が
揺
れ
る
姿
は
見
て
い
る
だ
け

で
も
涼
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

夏
が
過
ぎ
、
枯
れ
た
植
物
を
回
収
し
て
大

学
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
採
れ
た
た
ね
は

二
〇
一
二
年
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
に
使
い
ま

す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
春
咲
き
の
球
根
を
植

え
、
年
に
二
回
、
花
が
楽
し
め
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
岩
手
の
風
土
に
合
っ
た

カ
ー
テ
ン
植
物
が
な
い
か
、
野
生
植
物
に
つ

い
て
の
研
究
も
始
め
て
い
ま
す
。

　

緑
陰
を
つ
く
り
、バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
も
な
り
、
過
剰
な
放
射
性
物
質
の
吸
収
も

す
る
植
物
た
ち
は
、
震
災
で
あ
ら
わ
に
な
っ

た
問
題
に
悩
む
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。

（
平
塚
明
教
授
）

　

二
〇
一
一
年
九
月
二
三
日
に
大
船
渡
市
と

総
合
政
策
学
部
教
員
・
学
生
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
大
船
渡
市
こ
ど
も

ふ
っ
こ
う
会
議
」
が
大
船
渡
市
役
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
地
元
中
学
生
九
名
、

高
校
生
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
参
加
者
が
三
つ
の
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
に
大
学
生
が
入

り
、
会
議
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
形
で
進

行
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
復
興
後
の
大
船

渡
市
の
姿
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
お
昼
ご
飯

を
挟
ん
で
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
と
立
体
地
形
モ
デ

ル
を
使
っ
た
具
体
的
な
復
興
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
の
中
で
は
、「
市
役
所
や
病
院

な
ど
、
街
の
重
要
な
施
設
は
高
台
に
造
る

べ
き
」「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
映
画
館

を
誘
致
し
て
活
気
あ
る
街
づ
く
り
を
行
う
」

「
湾
口
防
波
堤
は
絶
対
必
要
」「
海
沿
い
に
か

さ
上
げ
道
路
を
造
る
」
な
ど
、
具
体
的
な

街
の
将
来
像
が
立
体
地
形
モ
デ
ル
の
上
に

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
自
分
が
経
験

し
た
こ
と
を
小
学
生
に
伝
え
た
い
」
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
大
人
顔
負
け
の
意
見
が

数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
は
最
終
的
に
「
ぼ
く
た
ち
・

わ
た
し
た
ち
の
大
船
渡
市
宣
言
」
と
し
て
取

り
ま
と
め
ら
れ
、
大
船
渡
市
教
育
委
員
会
に

手
渡
し
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
平
成
二
三

年
一
〇
月
に
公
表
さ
れ
た
「
大
船
渡
市
災
害

復
興
計
画
」
に
も
大
き
く
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

【
ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
大
船
渡
市
復

興
宣
言
】

私
た
ち
の
大
好
き
な
大
船
渡
市
の
復
興
の
た

め
に
、
次
の
三
つ
の
提
言
を
し
ま
す
。

一
、�

津
波
に
強
い
安
全
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ

う
。

二
、�

伝
統
や
文
化
を
大
切
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

三
、�

新
し
い
大
船
渡
市
を
創
る
た
め
に
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
協
力
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

　
平
成
二
三
年
九
月
二
三
日

　
大
船
渡
市
こ
ど
も
復
興
会
議
参
加
者
一
同

（
伊
藤
英
之
准
教
授
）

　

読
者
の
多
く
は
高
校
生
、
在
校
生
と
そ
の

ご
両
親
で
す
の
で
、
希
望
就
職
先
に
県
庁
や

市
役
所
・
町
村
役
場
を
挙
げ
る
方
も
少
な
く

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
働
く
公
務
員
も
被

災
し
た
わ
け
で
す
が
、
大
震
災
の
特
徴
の
一

つ
に
、
多
く
の
公
的
機
関
の
倒
壊
や
地
方
公

務
員
の
死
亡
・
行
方
不
明
に
み
る
よ
う
に
、

行
政
機
能
が
大
幅
低
下
し
、
被
災
公
務
員
に

よ
る
被
災
者
の
支
援
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

地
方
公
務
員
と
い
っ
て
も
、
一
般
事
務
、

技
師
、
消
防
、
警
察
、
教
員
、
医
師
な
ど
職

種
に
よ
っ
て
業
務
に
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、

大
震
災
か
ら
一
貫
し
て
住
民
の
「
く
ら
し
」

と
「
し
ご
と
」
に
寄
り
添
い
、「
死
」
に
向
き

合
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
震
災
直
後

に
は
休
み
も
な
く
、
業
務
に
追
わ
れ
続
け
た

方
も
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

役
所
・
役
場
で
多
く
の
職
員
か
ら
、「
行

政
の
役
割
の
範
囲
あ
る
い
は
限
界
に
悩
み

続
け
た
」「
使
命
感
だ
け
が
支
え
で
あ
っ
た
」

「
日
々
住
民
の
罵
声
や
怒
り
に
耐
え
る
だ
け

だ
っ
た
」「
職
員
間
の
被
災
の
違
い
に
よ
り

職
場
環
境
も
悪
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
を
耳

に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
大
半
は
、
行
政

の
実
態
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
重
責
に

つ
い
て
も
何
と
な
く
理
解
で
き
る
も
の
の
、

真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　

今
も
な
お
、
多
く
の
職
員
が
健
康
を
害
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
肉
体
的
疲
労
に
加
え

て
、
不
眠
や
無
気
力
感
な
ど
強
い
ス
ト
レ
ス

症
状
が
見
ら
れ
、
専
門
家
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
心
の
ケ
ア
」
が

必
要
な
場
合
が
少
な
く
な
い
で
す
。
な
か
に

は
自
殺
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
大
震

災
を
契
機
に
、公
務
員
を
目
指
す
方
々
は
「
重

責
」
を
学
ん
だ
う
え
で
、
夢
を
実
現
し
て
欲

し
い
と
強
く
思
い
ま
す
。（

桒
田
但
馬
准
教
授
）

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
以
外
に
も
、
民
俗
芸

能
の
復
興
支
援
活
動
や
、
い
わ
て
三
陸
ジ
オ

パ
ー
ク
・
三
陸
復
興
公
園
の
利
用
や
地
域
復

興
戦
略
、
海
浜
植
生
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
、

総
合
政
策
学
部
で
は
震
災
復
興
に
関
わ
る
多

様
な
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
機
会
や
方
法
で
、
少
し
で

も
復
興
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
研
究
・
活
動

に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
船
渡
市

こ
ど
も
ふ
っ
こ
う
会
議

お
わ
り
に
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私の最終講義  ー退任にあたってー

遠藤 昌雄

財団法人中東経済研究所
（1974－2005）

　

本
学
部
に
七
年
間
世
話
に
な
る
前
の
一
〇
年

間
は
中
東
経
済
研
究
所
と
い
う
財
団
法
人
で
、

唯
一
の
常
勤
役
員
（
常
務
理
事
）
と
研
究
主
幹

（
後
に
は
事
務
局
長
も
）
を
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

中
東
地
域
の
政
治
、経
済
、石
油・ガ
ス
の
三
分
野

が
同
研
究
所
の
対
象
で
し
た
。
二
〇
〇
五
年
三

月
に
法
人
と
し
て
の
同
研
究
所
が
消
滅
し
て
、

財
団
法
人
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
の
一

部
門
と
し
て
中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ

た
の
を
見
届
け
、
本
学
部
に
参
っ
た
次
第
で
す
。

よ
く
言
わ
れ
る
「
企
業
の
寿
命
は
三
〇
年
」
が
、

中
東
経
済
研
究
所
に
も
当
て
は
ま
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

同
研
究
所
は
第
一
次
石
油
危
機
後
の

一
九
七
四
年
に
、
旧
経
済
企
画
庁
で
私
の
一
〇

年
先
輩
で
あ
る
小
山
茂
樹
氏
が
設
立
し
、
氏
は

当
初
は
経
済
企
画
庁
か
ら
の
出
向
で
研
究
主
幹

と
な
り
ま
し
た（
経
済
企
画
庁
退
職
後
に
は
理
事

長
な
ど
）。そ
れ
よ
り
少
し
早
く
設
立
さ
れ
た
財

団
法
人
中
東
協
力
セ
ン
タ
ー
の
中
核
企
業
が
旧

興
銀（
日
本
興
業
銀
行
）で
所
管
が
旧
通
産
省
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
中
東
経
済
研
究
所
は
中

核
企
業
が
旧
長
銀（
日
本
長
期
信
用
銀
行
）で
所

管
が
旧
経
済
企
画
庁（
後
に
旧
通
産
省
と
の
共

管
）で
し
た
。
収
入
の
大
半
は
会
員
企
業
か
ら
の

年
会
費（
標
準
は
二
〇
〇
万
円
）で
、
研
究
員
の

多
く
は
会
員
企
業
か
ら
手
弁
当
で
出
向
し（
同
研

究
所
は
給
与
を
支
払
わ
な
い
）、そ
の
中
に
は
東

京
ガ
ス
現
社
長
の
岡
本
毅
氏
な
ど
も
い
ま
し
た
。

　

小
山
氏
の
誘
い
で
私
は
一
九
八
四
年
か
ら
二

年
半
、
さ
ら
に
一
九
九
三
年
か
ら
二
年
間
の
計

四
年
半
、
研
究
主
幹
な
ど
と
し
て
出
向
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、一
九
九
五
年
に
旧
経
済
企
画
庁
を

辞
し
て
籍
を
同
研
究
所
に
移
し
ま
し
た
。
三
〇

年
半
存
続
し
た
同
研
究
所
で
、
私
は
半
分
近
い

一
四
年
半
を
過
ご
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
九
八
年
の
長
銀
破
綻
な
ど
の
金
融
危
機

は
、
同
研
究
所
の
運
営
を
大
き
く
揺
る
が
し
ま

し
た
。
会
員
企
業
の
減
少
（
一
三
三
企
業
→

七
〇
企
業
）
を
踏
ま
え
た
人
員
削
減
（
三
四
名

→
一
八
名
）な
ど
縮
小
均
衡
へ
の
途
を
た
ど
り
、

二
〇
〇
二
年
度
に
は
収
支
均
衡
を
回
復
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
従
前
は
経
済
企
画
庁
中
級
職
の

退
職
者
が
就
い
て
い
た
事
務
局
長
に
某
有
力
会

員
企
業
か
ら
の
出
向
者
を
充
て
る
こ
と
を
打
診

し
ま
し
た
が
実
現
せ
ず
、
結
局
、
私
の
事
務
局

長
兼
務
が
、
法
人
消
滅
の
二
〇
〇
五
年
ま
で
続

き
ま
し
た
。
事
務
局
長
と
の
兼
務
で
は
調
査
研

究
業
務
は
ほ
ぼ
不
可
能
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
法
人
と
し
て
の
存
続
を
前
提
に
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年
度
に
就
任
し

た
村
岡
茂
生
理
事
長
が
強
力
に
主
導
し
て
拡
大

均
衡
へ
の
方
向
転
換
や
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済

研
究
所
と
の
合
併
を
模
索
し
、前
述
の
と
お
り
、

そ
れ
が
実
現
し
ま
し
た
。
旧
法
人
が
雲
散
霧
消

せ
ず
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
存
続
で
き
た

の
は
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

（
本
学
部
教
授
・
マ
ク
ロ
経
済
学
）

田中 信孝

大震災で「共助」と
「公助」を考える

　

大
震
災
の
惨
状
の
な
か
、
被
災
者
に
少
し
で

も
た
す
け
に
な
り
た
い
と
の
思
い
で
、
多
く
の

人
び
と
が
救
援
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
本

学
部
で
も
多
数
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
携
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
支
え
合
い
の
機
運

を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
残
る
被
災
地
で
は

地
元
の
人
び
と
の
支
え
合
い
が
支
援
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
人
び
と
の
励
ま
し
と
被
災
者
か

ら
の
感
謝
の
言
葉
の
や
り
と
り
に
涙
を
流
し

な
が
ら
、
社
会
の
な
か
で
支
え
合
っ
て
生
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
善
意
に
よ
る
無
償

の
支
え
合
い
の
姿
に
健
全
な
社
会
の
証
し
を

見
い
だ
す
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
「
共

助
」
の
気
持
ち
で
人
び
と
が
活
動
す
る
さ
ま
は

私
た
ち
に
新
鮮
な
感
動
を
与
え
ま
す
。　

　

と
こ
ろ
で
、
被
災
地
の
復
興
や
再
生
を
進
め

て
い
く
に
あ
た
っ
て
「
共
助
」
も
重
要
で
す
が
、

そ
れ
に
は
限
り
が
あ
り
、
大
震
災
や
原
発
の
過

酷
事
故
か
ら
の
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、
政
府
と

り
わ
け
中
央
政
府
の
責
務
が
重
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。「
公
的
主
体
」に
よ
る
復
興
と
い
う
、

い
わ
ば
「
公
助
」
の
役
割
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
の
成
立
が
発

災
か
ら
百
日
以
上
も
過
ぎ
た
後
で
し
た
し
、
復

興
庁
は
新
年
を
迎
え
て
も
設
立
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
本
格
的
な
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
経

費
を
計
上
す
る
国
の
第
三
次
補
正
予
算
の
成

立
は
、
被
災
地
で
厳
冬
迫
る
一
一
月
下
旬
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
惨
事
を
眼
前
に
し

て
、
国
の
財
政
的
裏
づ
け
と
実
効
性
を
担
保
す

る
組
織
が
な
け
れ
ば
、
被
災
地
で
確
固
と
し
た

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
は
描
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　

政
府
は
持
ち
出
し
（
財
政
支
出
）
が
少
な
く

て
済
む
せ
い
か
、
規
制
緩
和
の
手
法
を
推
進
し

よ
う
と
し
ま
す
。
漁
港
等
の
集
約
化
や
企
業
の

参
入
を
可
能
と
す
る
特
区
制
度
の
導
入
が
提

唱
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
資
源
を
保
存
し
海
と
共

生
し
な
が
ら
生
業
（
な
り
わ
い
）
と
し
て
営
ま

れ
て
き
た
沿
岸
漁
業
に
対
す
る
配
慮
も
必
要

で
し
ょ
う
。
大
震
災
が
企
業
の
利
潤
追
求
の
た

め
の
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
違
和
感
を
持
ち
ま
す
。
こ
の
惨
状
の
さ

な
か
、
国
際
競
争
力
の
強
化
を
標
榜
し
た
法
人

税
の
減
税
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、
逆
進
的
な

負
担
を
低
所
得
者
に
求
め
る
消
費
税
の
増
税

な
ど
の
税
制
改
革
も
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
税
制
に
よ
る
所
得
再
分
配
機
能
、
つ

ま
り
「
公
助
」
の
役
割
が
軽
視
さ
れ
て
い
な
い

の
か
心
配
で
す
。
そ
し
て
「
過
疎
化
が
進
む
東

北
な
ど
に
多
額
の
費
用
を
投
ず
る
の
は
無
駄

で
非
効
率
的
だ
」
な
ど
と
囁
く
悪
魔
の
声
に
も

惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

政
府
の
役
割
「
公
助
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て

も
、
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う

で
す
。

（
本
学
部
教
授
・
財
政
・
金
融
論
）
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平
成
二
三
年
度
の
就
職
状
況

は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
な

ど
不
確
定
要
素
が
多
く
、
震
災

後
の
交
通
機
関
の
乱
れ
な
ど

就
職
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い

時
期
が
あ
り
、
大
変
な
困
難
の

中
で
の
就
職
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
震
災
復
興
の
特
別

枠
な
ど
企
業
側
の
ご
協
力
も
あ

り
、
結
果
と
し
て
平
成
二
三
年

三
月
一
五
日
現
在
、
本
学
部
四

年
生
の
就
職
希
望
者
一
〇
七
名

中
一
〇
一
名
が
内
定
し
て
お

り
、
内
定
率
は
昨
年
を
上
回
る

九
四
・
四
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
務
員
は
、
一
三
名
で
準
公

務
員
を
含
め
る
と
過
去
最
高
と

な
り
、
岩
手
県
庁
を
は
じ
め
、

北
上
市
、
滝
沢
村
な
ど
岩
手
県

内
で
六
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

民
間
大
手
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

日
本
通
運
、
関
東
自
動
車
工
業
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
に
、
県
内
企
業
で

は
、
岩
手
銀
行
、
北
日
本
銀
行
、

盛
岡
信
用
金
庫
、
Ｊ
Ａ
な
ど
に

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
四
年
度
の
就
職
活
動
は
、

昨
年
一
二
月
か
ら
例
年
の
二
か

月
遅
れ
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ス

タ
ー
ト
が
遅
れ
た
た
め
、
短
期

決
戦
の
就
職
戦
線
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
家
公
務
員
の

大
幅
な
採
用
削
減
な
ど
、
公
務

員
を
め
ぐ
る
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
景
気
は
徐
々

に
回
復
基
調
に
あ
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
民
間
の
雇
用
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が

続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
就
職
委
員
会
）

ウィンターセッション

就職状況

東南アジアの知識人との交流

平成23年度卒業式

　

二
〇
一
二
年
二
月
一
九
日
に

総
合
政
策
学
部
防
災
・
復
興
研

究
会
第
一
回
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
ア
イ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
半
は
教
員
の
研
究
発

表
、
後
半
は
基
調
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

約
七
〇
名
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

が
五
本
の
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
内
容
は
震
災
後
の
給
油
行

動
、
岩
手
沿
岸
の
地
域
医
療
の

復
旧
問
題
・
課
題
、
税
理
士
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
東
北

中
小
企
業
の
経
済
的
困
難
の
現

状
分
析
、
陸
前
高
田
市
に
お
け

る
商
工
会
が
復
興
に
果
た
す
役

割
、
大
船
渡
市
に
お
け
る
震
災

後
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
研

究
で
す
。

　

後
半
は
時
事
通
信
社
山
形
支

局
長
・
中
川
和
之
氏
を
迎
え
、

「
復
興
の
物
語
を
創
り
だ
す
た

め
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
活

用
を
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
総
合
政
策
学
部

の
教
員
・
学
生
に
中
川
氏
を
交

え
て
、
復
興
に
関
す
る
取
組
み

や
、
こ
れ
か
ら
の
復
興
に
つ
い

て
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
満
足
で
き
る
内

容
、
今
後
も
参
加
し
た
い
と
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
防
災
・
復
興
研
究
会
）中川氏の講演

　

年
の
瀬
も
押
し
迫
ま
っ
た

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
五
日
か

ら
二
六
日
に
か
け
て
、
ウ
ィ
ン

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
高
校

生
に
対
し
て
、
大
学
に
お
け
る

研
究
の
面
白
さ
や
、
教
員
や
大

学
生
の
姿
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

四
九
名
の
高
校
生
が
集
っ
た

総
合
政
策
学
部
で
は
、「
リ
ス
ク

と
の
つ
き
あ
い
方
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
三
つ
の
講

義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
義
で
は
、「
リ
ス

ク
を
ヘ
ッ
ジ
す
る
」
と
、「
気
候

変
動
は
何
を
も
た
ら
す
か
」、
お

よ
び
「
停
電
リ
ス
ク
を
検
証
す

る
」
の
三
つ
の
話
題
が
提
供
さ

れ
、
リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識
の

共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

イ
ン
フ
ラ
や
土
地
利
用
な
ど
の

条
件
が
設
定
さ
れ
た
架
空
の
街

を
対
象
に
、
地
域
住
民
と
議
会

議
員
と
い
う
二
つ
の
視
点
で
、

想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
の
抽
出
と

そ
の
対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
参
加
し
た
高
校

生
は
自
ら
答
え
を
導
き
出
そ
う

と
懸
命
で
し
た
。
そ
の
姿
に
、

将
来
の
総
合
政
策
学
を
担
う
人

材
の
出
現
を
予
感
し
た
二
日
間

で
し
た
。

（
高
大
連
携
担
当
）

業　　種
建設業
製造業
情報通信業
運輸・郵便業
卸売・小売業
金融・保険業
不動産業
サービス業
飲食・宿泊業
教育・学生支援業
医療・保健衛生
福祉・介護
複合サービス業
公務(うち岩手県内6）
合　　計

就職者数
5
4
8
10
9
16
1
14
3
5
3
2
8
13
101

●業種別の就職内定状況
平成24年3月15日現在

アイスブレイクでの一コマ

防災・震災研究会公開フォーラム

　

東
南
ア
ジ
ア
五
カ
国
か
ら
国

際
交
流
基
金
の
招
き
で
来
日
し

た
大
学
教
員
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
活

躍
す
る
若
手
ム
ス
リ
ム
知
識
人

が
来
県
来
学
し
、
震
災
の
経
験

を
共
有
す
る
共
同
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　

滝
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
ま
ず

伊
藤
准
教
授
が
東
日
本
大
震
災

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
大
学
と
し
て

の
震
災
復
興
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
講
義
を
し
ま
し

た
。
続
い
て
復
興girls*

が
そ
の

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
ア
イ
ー
ナ
キ
ャ
ン
パ

ス
に
場
所
を
移
し
て
公
開
講
座

を
開
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
四
年

の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
で
甚
大
な

津
波
被
害
を
受
け
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ア
チ
ェ
で
行
わ
れ
た
演

劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア

イ
サ
・
ウ
ィ
・
ア
ブ
バ
カ
ー
ル

さ
ん
が
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け

る
紛
争
と
日
常
」
と
題
し
て
講

演
を
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
津
波
の
経
験
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
紛
争
か
ら
の
復
興
に
は
日

本
と
共
通
す
る
多
く
の
課
題
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
行
は
本
学
で
の
活
動
以
外

に
も
、
平
泉
で
仏
教
の
教
え
と

歴
史
を
知
り
、
宮
古
市
田
老
で

は
末
前
神
楽
の
鑑
賞
と
神
楽
衆

の
皆
さ
ん
か
ら
聞
き
取
り
を
行

い
、
釜
石
や
遠
野
で
は
防
災
教

育
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
復
興
支
援
活
動

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

（
見
市
建
・
本
学
部
准
教
授
） イスラームの祈祷をする一行

　

三
月
二
二
日
（
木
）
の
午
後
、

午
前
中
の
雨
が
あ
が
り
、
陽
も

射
す
中
、
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー

ル
（
マ
リ
オ
ス
）
大
ホ
ー
ル
で

学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
先
立
ち
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
を
悼
み
、
黙
祷
が
捧
げ

ら
れ
ま
し
た
。
学
位
記
授
与
式

で
は
、
総
合
政
策
学
部
の
総
代

と
し
て
吉
田
恵
理
香
さ
ん
が
、

ま
た
総
合
政
策
研
究
科
の
総
代

と
し
て
藤
原
聖
史
さ
ん
が
中
村

慶
久
学
長
か
ら
学
位
記
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

　

授
与
式
後
、
い
わ
て
県
民
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ー
ナ
）

に
場
所
を
移
し
、
集
合
写
真
の
撮

影
と
学
部
・
研
究
科
の
学
位
記
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
家
族

の
皆
様
や
教
職
員
が
見
守
る
中
、

卒
業
生
・
修
了
生
一
人
一
人
の
名

前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
小
針
司
学

部
長
・
研
究
科
長
か
ら
学
位
記
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
を
代

表
し
て
井
上
か
ほ
り
さ
ん
が
挨

拶
を
し
、
入
学
後
の
四
年
間
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
抱
負
を

力
強
く
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
三
年
度
の
本
学
部
卒

業
生
は
一
一
四
名
、
同
研
究
科

博
士
前
期
課
程
の
修
了
生
は
五

名
で
し
た
。
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
す
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

の
岩
手
そ
し
て
日
本
・
世
界
を

し
っ
か
り
と
支
え
る
力
と
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

卒業生代表挨拶
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　今回は「情報数理と政策」の最終回にあたり、
新入生・在学生へのメッセージを兼ねて、本学
部で数学・統計学やそれらの応用的な科目を学
ぶ際に是非考えてもらいたいことを述べます。
なお、本連載の前回までの内容との一部重複を
あらかじめご了承ください。
　情報数理を学ぶ意義の大きなものとしては、
抽象的な論理的思考の鍛錬があります。どの学
問分野を学ぶにも、筋道を立てて物事を考える
力が必須です。数学は、その絶好のトレーニン
グです。
　また、今日の社会は、天然資源や金銭的な資
源をはじめ、限りある資源を有効に用いる必要
があります。そのため、効率性をデータで把握
したり、実態の的確な調査が重要です。更に、
民間・公共を問わず、物事を進める際に証拠（エ
ビデンス）の数字を求められるのが当たり前に
なっています。
　しかし、いい加減な調査や粉飾決算などのよ
うに、その際の手法の使用の適切性やデータの

質の確保は大きな課題です。一般市民・消費者
は自分の身を守るために、公表データを鵜呑み
にせず、それらの質をチェックし問題点を指摘
する力を身に付ける必要があります。情報数理
には、社会の効率性や信頼・安全・安心の裏づ
けの確保という、より現実的な意義もあります。
データの質を見極める能力は、表計算ソフトの
使い方のような定型的な小手先の技（お作法）
では太刀打ちできません。お作法の背景にある
「考え方」の理解が不可欠です。論理的思考力に
加え、「定型的なお作法のレベルよりも更に深い
レベルの理解を図ること」も情報数理の大きな
狙いです。
　ところで、資格流行りの昨今、情報数理に関
しても、「～士」「～検定」のような資格がありま
す。しかし、これらは「定型的な知識を、ある
一時点に一定以上持っていたことを示すもの」
に過ぎません。本学部は「複雑な（＝定型的で
ない）状況を理解し、解決すべき問題を発見し、
その解決策を構想・実現する力」を鍛える場です。
大学を出た人が社会から求められるのは、まさ
にこの力です。そこで求められるのは「定型的
な知識の量がどれだけあるか」ではありません。
「既存の知識に何ができて何ができないかを見極
め、発見した問題に応じて創意工夫できる力」
は必要でしょうけれども、既存の知識を問う資
格それ自体は、何の役にも立たないのです。
　大学が教育面で本来やるべきことは、学生が

「大学でしかできないこと」にしっかり取り組む
ための環境作りです。そのために何をすべきか
を徹底追求せず（徹底追求する意欲を持つ人に
その自助努力さえさせず）に、安易に外部の資
格に頼り、上辺の「実績」を繕うのは社会に対
する欺瞞です。社会を欺く安易な考え方を批判
しない人は、本稿執筆時点の政局報道の「シロ
アリ」と同じです。授業料や大学に投入されて
いる税金は、大学が本来やるべきことへの投資、
教員の給料は大学が本来やるべきことの成果へ
の貢献の対価であるべきです。
　大学は、「難解なものをどう捉えれば理解でき
るか、興味のわかないものをどう捉えれば面白
さを見出せるか、無駄に思えるものをどう捉え
れば役に立つ部分を見出せるかを、脳みそに汗
をかきながら模索する場」です。「複雑な状況を
理解し、広い視野・柔軟な思考力で解決すべき
問題を発見し、その解決のあり方を構想する力」
は、この模索の中でしか鍛えることはできませ
ん。学外の資格というものは、その鍛錬といっ
たい何の関係があるのでしょうか？
　学生の皆さんには、「大学でしかできないこ
と」を見極め、しっかり取り組んでいただきた
いと思います。一般の読者の皆様には、「大学で
しかできないこと」に取り組むための環境作り
へのご支援をいただければ幸いに存じます。

（本学部准教授・政策分析論）

情報数理と政策④
大学でしか
できないこととは？
堀
ほりごめ

篭義裕

「何かしたい！」小さな衝動が
被災地企業復興への力を生み出した

復興girls＊
　「始めたばかりの時は、こんなにも大き
い活動になるなんて思ってもいなかった
…」。
　２年生のメンバーの一人、米沢あゆみさ
んがそうつぶやく。だがおそらく、それは
全員の感慨でもあるだろう。東日本大震災
で大きく傷ついた被災地の支援に立ち上
がった、本学部の女子学生有志によるグルー
プ「復興ガールズ」。昨年５月から始まった
メンバーたちの活動とその存在は、今や県
内はおろか全国にも知れ渡っている。
　きっかけは、グループリーダー野中里菜
さんの「何かしたい」という思い。「里菜か
ら見せられたメモには自分が考える支援の
構想が書き出されてて、一緒にやろうとい

うことになりました」と話すのは、相談を
受けたサブリーダーの阿部夏美さん。宮城
県東松島市出身の阿部さんも、野中さんと
同じ思いを抱いていた。さっそく彼女たち
は仲のよい同級生に声をかけ、集まったの
は８人。「大学生だからできることは何かな
いか、探していた」という釜石紗津希さん
や「陸前高田でのボランティア体験だけは
あった」佐々木遥さん、「募金ぐらいしか出
来ていなかった」と話す関口悠さんなど、
それぞれが“もう一歩”を踏み出せないも
どかしさを感じていた仲間が集まった。
　ボランティアや募金活動以外で出来るこ
とを。“もう一歩”踏み込んだ支援の方法とし
て、８人がたどりついたテーマが「仕事の
復興支援」というもの。「先生から、東京のア
ンテナショップで岩手のものを売ってみて
は？　とアドバイスされ、被災地の商品を東
京でＰＲして販売するイベントを９月に企
画。それを目標に、何も分からず走り出し
ました」と阿部さん。東京銀座の「いわて銀
河プラザ」の承諾をとりつけ、一方では県立
大学が行っている就業力育成支援制度『IPU-
E PROJECT』に申請、「地域貢献イベンター
IPU＊〜復興ガールズ＊〜」として活動を始
める。まずは先生のアドバイスで「盛岡手づ
くり村」の佐々木雷蔵さんへ相談し、紹介を
受けた企業や団体へ連絡をとってイベント参
加への交渉を自ら行った。
　だが大学生の彼女たちにとって、企業と
の交渉などもちろん初めてである。イベン
トの目的は何か？　企業側のメリットは何
か？　…訪問先では時に厳しい問いに遭い、
企画書にダメ出しをされることもしばしば。

「私たちにはお金の管理という大事な『視点』
がなく、やり方から教えてもらいました」
とメンバーは難しさを振り返るが、現地を

何度も訪れ思いを語る真摯な姿勢は、最終
的に企業の信頼をとりつけた。９月16日・
17日、東京銀座で行われた「いわて復興フェ
ア〜いまこそ　わたしたち　てをつなごう」
には、沿岸、内陸を含め６団体が協力、出品。
宮古市のワカメやカレーなどと並び、彼女
たちがデザインを担当した高田松原の松を
使ったキーホルダーや沿岸の福祉施設のさ
き織りコースターも登場した。
　そして現在、グループのメンバーは１年生
も加わって総勢16人に。うち５人はガールズ
ならぬ復興「ボーイズ」だ。「もともと女子限
定じゃなかったし」と笑う阿部さん、実は「復
興ガールズ」という名称は沿岸の企業がネー
ミングしてくれたもの。ここにも被災地との
繋がりの強さを感じるが、そんな彼女たちを
ボーイズ含め新しいメンバーは「ゼロから団
体を作り上げたすごい先輩」と口を揃える一
方、「活動を受け継ぐプレッシャーや不安も感
じている」と本音を語る。
　「震災から時間も経ち、同じようにはい
られない。後輩には私たちが出来なかった
ことをしてほしいけど、『復興の手助けをす
る』気持ちは忘れず、原点を見てほしい」。
手探りで道を突き進んで来た初代ガールズ
たちの願いはひとつだ。
　今年２月27日、東京で行われた「社会人
基礎力育成グランプリ2012（日本経済新聞
社デジタル営業局主催）」決勝大会に北海
道・東北の代表として出場した復興ガール
ズは、準グランプリの社会人基礎力準大賞
を受賞。震災発生から１年を目前にしての
快挙は、時間とともに薄れがちになる被災
地への関心を呼び起こすものとなった。
　復興への途は始まったばかり。復興ガー
ルズ・ボーイズの活躍の場はまだまだ広
がっていく。



このとき堆積した土砂である。
　大崩壊に限らず、岩手山は大量の火山灰
も噴出してきた。火山は災害を引き起こす
恐ろしい存在であるが、その一方で、美し
い自然景観、豊富な地下水、温泉など、私
たちに多くの恵みをもたらしてくれている。

（本学部准教授・自然地理学）
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● 

編
集
後
記

▼
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
、
価
値
観
の
変
換
の
必
要
性
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
平
穏
な
一
年
に
な
る
こ
と
を
た
だ
た
だ
祈
る
ば
か
り
で
す

（
余
）
▼
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
る
。
実
際
に

は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
何
が
当
た
り
前
の
こ
と
だ
ろ
う

か
と
自
問
自
答
す
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
（
○
○
虫
）
▼
震
災
か

ら
一
年
が
経
ち
、
被
災
地
へ
の
支
援
は
生
活
基
盤
の
再
建
か
ら
、

産
業
基
盤
の
再
建
へ
と
移
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
総
合
政
策
学
部

の
出
番
で
す
（
Ｔ
・
Ｙ
）
▼
言
葉
に
表
し
尽
く
せ
な
い
思
い
が
交

錯
し
な
が
ら
、一
年
が
過
ぎ
た
。
今
、あ
ら
た
め
て
春
の
風
に
請
う
。

す
べ
て
の
人
に
希
望
の
息
吹
と
力
の
源
を
（
Ｖ
）
▼
読
者
の
皆
さ

ん
へ
。
震
災
復
旧・復
興
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
。
何
で
も
い
い
か
ら
。

大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
将
来
の
岩
手
、
東
北
、
日
本
の
姿

が
見
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
（
Ｔ
Ｋ
Ｏ
）
▼
震
災
復
興
に
関
し

て
は
学
生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
、
様
々
な
取
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
「
で
き
る
こ
と
」
を
見
つ
け
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
探
し
て
い
き
ま
す
（
な
っ
）

●
編
集
ス
タ
ッ
フ
＝
金
子
与
止
男
（
編
集
責
任
者
）・
高
嶋
裕
一
・

山
本
健
・
山
田
佳
奈
・
桒
田
但
馬
・
島
田
直
明

●
写
真
協
力
＝Tee Kian Heng

●
記
事
中
の
職
位
・
学
年
は
二
〇
一
二
年
三
月
現
在
の
も
の
で
す
。

岩手の地形④

　日本を代表する山、富士山。最
高峰であるだけでなく、山頂から
山麓への優美な曲線が特徴的であ
る。では、岩手を代表する山はど
こだろうか。満場一致とはいかな
いかもしれないが、ほとんどの人
が岩手山を挙げるだろう。
　岩手山は南部片富士とも呼ばれ
る。盛岡の街や県立大学から見る
と、左半分は嶮しい谷に刻まれ
荒々しいが、右半分は滑らかで女
性的である。雪を纏った季節には、
とりわけ右半分の山肌の美しさが
際立つ。片側だけなら本家の富士
山よりも美しいと思うのは、地元
の贔屓目だろうか。この片富士の

姿は岩手山の歴史を反映している。
　富士山型の火山は成層火山と呼ばれ、
山頂から繰り返し噴出した溶岩やスコリ
ア（黒色の火山岩片）が積み重なって円
錐形になる。岩手山も成層火山であり、
かつては左右均等な姿だったが、6000
年前の大崩壊によって北東側半分が失わ
れた。北東麓の大更の街は厚さ数メート
ルの土砂で埋められた。土砂の一部は北
上川を流下し、大洪水を引き起こした。

盛岡市上田の岩手大学は、このときの洪
水によって造られた土地に建っている。
　大崩壊の跡地に、再び火山が成長し
た。この新しい火山が右半分である。
噴火のたびにスコリアに覆われる右半
分は、シワ（谷）のない若い山肌である。
新陳代謝が途絶えた昔の火山である左
半分は、侵食による深いシワが刻まれ
た。片富士は、新旧２つの火山が組み
合わさっていることを示している。
　県立大学の敷地も岩手山と関係があ
る。岩手山は12万年前にも大崩壊を起
こしており、土砂は南と東に流下した。
南に向かった土砂は現在の御所湖付近
を数十メートルの厚さで埋めた。小岩
井農場に点在する小さな丘は、このと
き流下した土砂の塊である。東に向か
った土砂は巣子、厨川を埋め、盛岡中
心部へ流下した。盛岡大学、県立大学
から国道４号沿いに青山に至る台地は、

成
長
と
崩
壊　

岩
手
山　
　

吉
木 

岳
哉

『
震
災
復
興
と
地
域
産
業
Ｉ
東

日
本
大
震
災
の
「
現
場
」
か

ら
立
ち
上
が
る
』
関
満
博
編
・

新
評
論
発
行

　
本
書
は
地
域
産
業
振
興
を

テ
ー
マ
と
す
る
専
門
家
た
ち

が
、
震
災
か
ら
ほ
ぼ
一
年
を

経
て
、復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、

「
現
場
」
で
起
こ
っ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
現
状
と
課
題
を
報

告
し
た
も
の
で
す
。
筆
者
は

大
船
渡
市
と
陸
前
高
田
市
の

産
業
復
興
に
つ
い
て
執
筆
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

（
山
本
健
准
教
授
）

『
環
境
社
会
学
』舩
橋
晴
俊
編
・

弘
文
堂
発
行

　
本
書
は
環
境
社
会
学
の
中

堅
・
若
手
研
究
者
が
中
心
と

な
り
、
公
害
か
ら
地
球
温
暖

化
ま
で
環
境
問
題
を
幅
広
く

取
り
上
げ
た
初
学
者
向
け
の

教
科
書
で
す
。
一
般
の
方
に

も
読
み
や
す
い
構
成
と
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
自

然
保
護
問
題
の
歴
史
的
展
開

と
解
決
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

森
林
生
態
系
保
全
の
事
例
を

題
材
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

（
茅
野
恒
秀
講
師
）

総政の本棚−教員書籍紹介

桜咲く季節の岩手山（夕顔瀬橋から）

岩手山の山体崩壊による堆積物の流下範囲
土井宣夫（2000）『岩手山の地質』に基づいて吉木作図


